国境を越える企業合併。　その法的問題点 : 欧州会社法制の最前線を探る by 三浦 哲男
国境を越える企業合併｡その法的問題点
一欧州会社法制の最前線を探る一




































































































































































































































































































































































































































































































































































晃の市場統合の実現 は難 しい もの とな る｡何 れ にせ よ, よ り使 いやす く, か
つEU のすべての市民 (企業 を取 り巻 く様々なステーク ･ホールダーは,株主 ･
債権者 を含 め重要 な市民の一員である) に公正 かつ公平 な取扱 いを もた らす
仕組みの模索 は,欧州会社 を如何 に実質化 させ るか とい う過程 とともに続 け






















































































































30 欧州会社法規則第 2編 "FormatlOn(会社の成立)"(第15条-37条)に欧州会社の成立
要件が規定されている｡この点については,三浦哲男/ジェームス･キリック 『欧州日系企


























































同751条1(3)),吸収分割 (会社法758条 (4),同760条 (5))株式交換 (会社法768条 1(2),
同770条1(3))参照方｡なお,対価柔軟化の導入理由については,相揮哲 『一間-答新 ･
会社法』(商事法務/初版第2刷/2005)218-219頁を,概要については,神田秀樹 『法律学
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